



Teaching Methods of Words and Human Relations for 
"Children who Need Special Support" 


























































































































４）“If children cannot learn the way we teach them then 
we must teach them the way they learn.” 
私たちの教え方で学べない子には、その子の学び方で
教えなさい。 
５）典型的なＬＤや自閉症の子どもの理解が多くの子どもの理
解につながる。健常者を理解することにもつながる。 
300 ?　?　?
６）ＬＤ、ＡＤＨＤ、自閉症などの子どもが理解される社会は、誰もが理解される社会である。 
７）ＬＤ、ＡＤＨＤ、自閉症などの子どもが過ごしやすい社会は、誰もが過ごしやすい社会である。 
障害をもった子どもをケア（care）することによって、さらに学級やクラスの支援になる。 
 
Ⅳ．講演・研修をとおして、参加者からの感想・意見 
・さまざまな発達障がいの特性や、個に応じた指導・援助など詳しく学ぶことができた。特に、障がいの特性を知ることは、指導の手がかりと
なるとともに、他の子どもにとっても理解しやすくなることも学ぶことができた。 
・子どもの困り感に寄り添い、丁寧な言葉がけをすることや、自己肯定感がもてるようなかかわり、子どもの可能性を信じ、伸びしろに光を当
てるような支援をしていくことの必要性について考えることのできた研修会であった。 
・保護者への心理的なサポートについても考えるよい機会となった。 
・子どもの今を見るだけでなく、社会人として生活する姿を見据えた指導の必要性を学ぶことができた。 
・ストラテジーシートの活用方法について、具体的に知ることができた。 
・インクルーシブ教育は、今、八幡市においても取り組もうとしているところである。障がいをもった子どもたちだけでなく、共生する仲間と
して育ちあえるよう、今後の保育の中で活用していきたい。 
 
注  
本講演記録（八幡市教育委員会）は、法令などに準拠した資料に基づき「障害」の文字を使って、作成されています。 
付記  
本教育講演は、平成25年8月に行われたものである。 
謝辞  
八幡市教育委員会幼稚園部会会長の八幡幼稚園園長、中村登志美先生をはじめ、貴重な機会をいただきました園の先生方にここに感謝し、
謝辞に代えさせていただきます。 
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